
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務課 庶務係長 山岸由起子 

  羽生園は、生活保護法第 38条第 1 項第 1 号によって規定された保護施設のひとつ 

で、埼玉県に２つしかない施設の一つです。 

救護施設は、身体上または精神上著しい障害があるために日常生活を営むことが困難 

な要保護者を入所させて、生活扶助を行うことを目的とする施設です。障害の種類や年齢を問わ 

ずにあらゆる状態の方を福祉事務所からの措置委託で受け入れております。 

救護施設という名称を初めて聞く方も多いと思います。羽生園の支援についてご説明いたしま 

す。 

日常生活支援：個別支援計画を作成し、その方に合った生活や自立生活への道を切り開くための 

サポートをします。食事の提供や入浴、日常生活のサポート、生活相談などの支援をいたします。

健康状態や精神的なケアのニーズにも対応します。嘱託医や医療機関との連携を図り、通院等医 

療ケアを提供します。また、施設内で季節ごとのイベントやレクレーションも行います。市立図 

書館の利用送迎、交通安全講習会やスーパー等への買物送迎等職員が同行して支援します。 

 

地域生活移行支援、社会生活自立支援：施設内での軽作業の職業訓練等のプログラムを提供し、 

地域生活支援の移行に向けた社会生活、就職の支援を行います。障害者支援制度、介護保険制度 

の利用条件を満たすと判断した場合、行政、家族など関係機関と連携をとりながら、移行の手続 

きを実施していきます。また、外出や外泊などの施設外活動、交通機関、公共機関の利用など、 

社会資源の活用を通して個別に支援を実施し、入園者が主体的に行動できるように支援します。 

地域住民との交流、地域の各種団体、医療機関など地域移行や他施設移行に必要な情報源として 

積極的に関わっていきます。 

 

入所について 

      入所の空き状況は都度変化するため、その時の状況によってすぐに入所できることも 

あります。 

福祉事務所を通していただけるとスムーズです。 

まずはお問合せください。（048-561-0491） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のお正月もコロナ禍でしたが、初詣を希望

した入園者と近くの神社までお参りに行きまし

た。新たな年に手を合わせ、自分の身体や家族の

健康など、それぞれの願いごとをお祈りしまし

た。 

お参りを終えると新型コロナウイルス感染症の

話題になり、「こんな世の中が来るとは考えもし

なかったね。元の生活に早く戻れるといいね。」

と皆で話していました。 

短時間での初詣ではありましたが、感染症が落

ち着いて自由に外へ出られる日々が来ることを私

たち職員も一緒に願ってきました。 

 令和 4 年 10月 14 日と 10月 19日に、栃木

県足利市にある「足利フラワーパーク」へ旅行外

出に行ってきました。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大影響により、

外出の自粛を余儀なくされていましたが、感染状

況が落ち着いた時期を見計らい、3 年ぶりとなる

旅行外出に行くことができました。 

まず初めに 10 月に見頃を迎えたアメジストと

秋バラ、有名な藤棚を見学しました。 

パーク内での散策は、久しぶりに足腰を鍛える

よい機会にもなりました。 

 見学の後は、お楽しみの豪華な昼食を食べて買

物を楽しみました。 

辛い自粛期間を耐えて迎えた旅行外出だったた

め、充実した 1 日を過ごすことができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年羽生園では消防署立ち合いの下、 

館内の火災等を想定した避難訓練を実施

しています。避難の一斉放送が流れる

と、居室内に設置したヘルメットを被

り、駐車場まで避難移動します。100人

程の避難に誘導から点呼まで、入園者全

員の避難ができています。 

訓練実施後は消防署員と一緒に水消火

器を使用した消火訓練を職員向けに行っ

ております。特に新しく入職した職員に 

は消火器の操作方法などを学んでもらう

ため訓練を行ってもらいます。実際に災 

害が起こらない事が一番ですが、もしも 

の時に迅速に対応できるように今後も訓

練を継続していきます。 

 

令和 4年 12 月 22日に救命法講習を実施し

ました。 

羽生消防署の指導の下、AED やタンカの使い

方を含めた救命法を確認しました。 

救命法講習は定期的に実施しておりますが、

コロナ禍になったことで救助者の顔から距離を

取ることや換気をする必要があり、今までとは

違うやり方になっています。 

救命法を活用する時が来ないことが一番ではあ

りますが、これからも入園者の安心安全のた

め、職員一同精進してまいりたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
タンパク質、ビタミン、ミネラル、脂

質などバランスよく提供しています。 

入園者の高齢化が進み様々な食事形態が増えています。

医師の指導の下、各食事形態や減塩食、ペースト食なども

提供しています。安全でおいしい食事を提供できるよう

日々丁寧かつ慎重に調理にあたっています。 

また、季節を感じてもらえるような季節食や行事食の提

供、新メニューの考案、メニューの改善なども行っていま

す。 

 

入園者の食事形態はさまざまで医師、

看護師の指示のもと食事を提供していま

す。普通食、刻み食、粗みじん、一口そ

の中にも減塩食などがあります。今回は

普通食と刻み食の紹介をします。 

入園者の半数以上が食べている普通食です。 

和え物、付け合わせの野菜は柔らかく食べやす

くしています。また唐揚げなどの食べにくい料

理などは１㎝幅に切って提供しています。 

上手く噛んだり飲み込むことのできない方々が食

べている刻み食です。食材がすべて均一な大きさ

になるように調理師さんたちが気を使って調理、

盛り付けをしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 羽生園では利用者の生活をより良くするた

め、または自立を目指すために「個別支援」

を行っています。これは介護施設でいうとこ

ろのケアプランと同義で、利用者の希望に基

づいて職員と相談しながら目標を決めます。

そして、その目標に向かって努力する利用者

を職員は支援しています。内容は個別という

言葉のとおり、千差万別で目標は様々です。

ここではいくつか例を紹介したいと思いま

す。 

 男性利用者の H様は、かかりつけの病院ま

で交通機関を利用して自分一人で行き、受診

してくることを目標に掲げ努力してきまし

た。当初はコロナ対策のため外出の制限があ

りましたが、最初は職員が同行し一緒に何度

か練習を重ねて、現在では一人で行けるよう

になり順調に経過しています。 

 女性利用者のＩ様は身体が硬く、座る立つ

の動作が困難なため、長年ベッドでの生活を

していましたが、布団で寝るという目標を掲

げて努力してきました。最初は椅子を使って

畳の上で座ったり立ったりの練習を、次は職

員が敷いた布団の上で寝転がり、自分で起き

上がる練習を、段階を踏んでゆっくり。 

I様の気持ちが職員と共に目標に向かうことが

大事なので I様にとって無理のないよう支援

を進めてきました。実に 4 年という長い時間

がかかりましたが、現在は畳の部屋で自分で

布団を敷くこともできるようになりました。

現在は自由外出者（職員の付き添いのない外

出ができる羽生園の仕組み）になるという新

しい目標に向けて頑張っています。 

 このように羽生園では日々、利用者の自己

実現のために支援が行われています。 

市外へ外出するため支援計画書を作成しました 

利用者の希望に基づいて計画を模索します 

自由外出者になるための試験を受ける I様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援員：木村あけみさん 

4 月から羽生園に週 3 日で勤務することになりました。

今は入園者の名前と顔を一致することに苦労しています。

みなさまとの出会いを大切に頑張って行きたいと思います

のでよろしくお願い致します。 

支援員：吉田 孝さん 

５月に羽生園に入職し、早、２ヶ月が経過しました。ま

だまだ入園者の皆様のお顔とお名前が一致せず苦労してお

りますが、早く皆様のお力になれるよう頑張りますので、

よろしくお願い致します。 

新しい仲間が増えま

したのでご紹介いた

します。 

自己紹介と入職時の

思いを記載していた

だきました。 

昨年の冬は近隣でも雪が降り積もりとても寒くなりました。羽生園ではコロナ禍、外出等の自粛が続いており

ました。日々の基本的な感染対策として「うがい」「手洗い」「換気」「館内の消毒」を継続し入園者の体調管理

に努めております。これからも感染対策を行いながら入園者にとって自分らしい毎日を過ごしてもらえるように

個別支援計画の立案や近隣への買い物計画を実施していきたいと思います。また、入園者がひとりでも自由に外

出できるように個々の長距離外出に向けた支援なども再開しております。入園者にとって外出は大きな楽しみの

ひとつです。短時間でも出掛けられるように社会情勢を見ながら今後も外出を実施し、来年はもっと自由な環境

で過ごせたら良いと願います。次回のふれあい通信「第 22号」は令和６年７月 20日発行予定です。 

研修広報委員会 山岸、漆原、矢島、小林、藍原  

来園する際の面会について 面会の日程と来園時間については事前にお電話で職員までご連絡をお願いします。 

感染症対策の関係で面会をお断りする場合もございます。☎：048-561-0491 

当園では、入園者の日頃の様々な悩みや相談を解決する

ため、月に 2回「相談日」を設けております。令和４年度

中の相談件数は 4５件、苦情解決、第三者委員に諮る内容

のものはありませんでした。 

日常生活では、昨年度同様、コロナの感染状況を踏まえ、

予防策を講じながら対応しています。外出、買い物などに

は、多少の制限があるため、日常生活についての相談が多

く聞かれました。相談があったものについては、相談者に

確認を取りながら、善処もしくは現在も検討しておりま

す。 

羽生園では、入園者の人権擁護・

虐待の防止のため、必要な体制を整

備しています。入園者本人及びご家

族、職員等から通報があったとき

は、敏速に対応いたします。 

 


